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2024 年 5 ⽉、以下の機能追加・拡張を実施いたしました。 

2024 年 5 ⽉ 30 ⽇版 

マット株式会社 

 

１．次ラウンド番組編成ルールの変更に伴う処理⼿順（再掲） 

２．抗議中「P」記号の処理⼿順＜変更＞ 

３．準決勝・決勝において棄権により空いたレーンに選⼿を補充する処理⼿順 

４．リレー集約オーダーリスト印刷の拡張 

 

 

１．次ラウンド番組編成ルールの変更に伴う処理⼿順 

2024 年 4 ⽉の「機能追加・拡張について」にも記載しましたが、問い合わせが多いため再度解説します。 

2024 年 4 ⽉ 1 ⽇以降、新機能を使⽤するためには以下の操作を⾏う必要があります。 

 

１）システムの更新と種⽬マスターの拡張（バージョンアップ）、番組編成ルールの選択 

新機能を利⽤するためにはシステムの更新と種⽬マスターの拡張（バージョンアップ）を⾏う必要があり
ます。システムの更新版は、弊社アップデートサイトまたは陸上システムの「システム更新」から最新版
を⼊⼿してください。更新されたシステムで以下の⼿順に操作を⾏うと、新しい番組編成ルールを使⽤す
ることができるようになります。 

 

＜注意＞ 
種⽬マスターの拡張は、種⽬マスターファイルが⼤会データ毎（バックアップデータ毎）に個別に管理
されているため、１つの⼤会データで実施しただけでは、次回使⽤する⼤会のデータではまだ未実施
状態です。⼤会のデータ毎に必ず 1 度は以下の操作を実施して種⽬マスターの拡張を実施してくださ
い。 

また、すでにネットワークでデータを使⽤している状態の場合には、種⽬マスターを拡張したあと、必
ずマスターコピー（アップロード、ダウンロード）が必要となります。 
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■新しい次ラウンド以降の番編ルールを使用する手順 
①システムを 2024 年 3 ⽉ 30 ⽇以降のものにバージョンアップします。 

 

②⼤会のデータを参照している状態で【トップメニュー】－【マスターメンテナンス】－【６．DINST ⼤
会初期設定】をクリックします。 

 

③上部のタブ、「番組・ルール関連」タブを開き 

「番組編成関連」－「レーンシード⽅法」から 

「直線 /200m/400m 等で配置をする（WA2023.11/ 

JAAF2024.04 から）」にチェックを付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④【設定完了】ボタンをクリックして競技会設定フォ
ームを終了します。 

 

⑤「データを更新して終了します。」というメッセージに【OK】を選択します。 

 

 

 

⑥「種⽬マスターファイルを拡張しました。 

これにより WA2023.11  /JAAF2024.04 からの新しい番組編
成組分けセパレートレーンシードルールに対応します。 

独⾃に種⽬を登録している場合には種⽬マスターから使
⽤するレーンシードルールの確認が必要です。 

○○件更新されました。」 

というメッセージに【OK】をクリックします。 

 

⑦「すでに終了しているレースがあります。 

凡例リストを最新のものに書き換えますか︖ 

使⽤しているコメントが置き換わってしまう場合があります」 

とメッセージが表⽰されたら【はい】をクリックします。 

 

 

 

 

※このとき⼤会のデータは、次の⼤会のデータを作成する前の段階でも、次の⼤会の組み分けがすでに
終了している状態でも、記録を⼊⼒し始める直前でも問題はありませんが、すでに記録を⼊れ始めてい
る場合には、同時に実⾏される凡例リストの更新により、登録しているコメントが最新のものに置き換
わるため、登録していたコメントの内容が置き換わってしまう可能性がありますので注意が必要です。
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⑧反映結果が表⽰されますので【閉じる】をクリックします。 
※すでに登録されているデータの内容によってはこの画⾯
が表⽰されない場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨種⽬マスターの拡張は完了しましたが、独⾃に作成している種⽬がある場合などは、レーンシード設定
情報が⾃動的に登録されないことがありますので種⽬マスターメンテナンスを開き、確認を⾏ってくだ
さい。 

【マスターメンテナンス】－【４．種⽬マスター】を起動し、これから使⽤しようとしている種⽬の「レ
ーンシード」項⽬に何らかの値がセットされていることを確認してください。 

 

登録後は【設定】ボタン。 

その後【保存】ボタンで変更を 

保存し【終了】ボタンで終了します。 

 

これで、システムの更新と種⽬マスターの拡
張（バージョンアップ）は終了です。 

 

 

 

 

 

 

＜Athle32 の次ラウンド番編レーン配置種目別適用ルール初期設定＞ 

適⽤されるルール  種⽬ 

直線  110mH ハードルまでの混成競技以外の直線種⽬ 

200m  145m,150m,200m,300m と混成競技の 200m 

400m 等  400m 以上のスタート時セパレートレーンの種⽬と混成競技の 400m 

スタート時セパレートレーンのリレー種⽬ 

旧ルール  混成競技の 200m と 400m 以外の種⽬ 
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２）次ラウンドの番組編成操作 

ここまでの初期設定ができていれば、混成競技の組分け
以外、⾃動的に種⽬にあったルールが適⽤されます。 

 

※この例では８レーンの競技場で 

男⼦ 100m 予選→決勝の番組編成を 

新ルールで実施する場合を解説しています。
 

①次ラウンドの番組編成を開始すると 

「番組編成基礎情報⼊⼒フォーム」画⾯の「条件」欄に 

条件 ・・・ルール通り 

が選択されて表⽰されます。 

この設定のまま、他の必要事項を⼊⼒して【ＯＫ】 

ボタンを押し先に進みます。 

 

※準決勝の場合 

準決勝や準々決勝の場合には「条件」欄は表⽰されませ
んが、予選から決勝の場合同様 

条件 ・・・ルール通り 

が⾃動的に適⽤されます。 

 

②マニュアル⼊替画⾯まで進むと⾃動的に新しいルールで組分けが⾏われていますので確認をしてくだ
さい。問題なければ番組編成完了してください。 

 

■「同所属⾃動振分機能」の使⽤について 

 今回のルール改正に伴い、次ラウンドの番組編成（準々決勝、準決勝）で使⽤した場合、新しい種⽬
毎の上位・中位・下位によるレーン配置に対応することができなくなりました。同所属の考慮はできま
すが、シードレーンは考慮されません。同所属の振り分けは⼿作業にて実施してください。 

※「同所属⾃動振分機能」とは．．． 

最初のラウンドの組分けを実施する際に、同じ所属が同じ組に重複している場合に、記録の近い選⼿
と⾃動的に⼊替を実施する事のできる機能で、なるべく⼩さな順位差から開始し、重複を解消できな
ければ徐々に許容順位差を⼤きくしていくことでダブりを解消する機能です。 
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３）混成競技の 200m・400m、最終種⽬、その他の種⽬の組分け 

種⽬によって⾃動的に条件が選択され、適⽤されます。 

 

■混成競技の 200m と 400m の組分け 

 

 

 

 

 

 

 

※強制的に別の条件を選択することも可能です 

 

■混成競技の最終種⽬の組分け 

 

 

 

 

 

 

 

※この初期設定は代表的な組分け⽅法の⼀つですので 

実際には技術代表または審判⻑の指⽰に従った組分け 

条件を設定してください 

 

 

 

 

■混成競技の 200m・400m・最終種⽬以外の組分け 

 

 

 

 

 

 

 

※強制的に別の条件を選択することも可能です 

 

 

 

 

※混成競技の個々の種⽬の参加資格記録（参考記録）を登録していない場合の組分け 

混成競技の参加資格記録（総合得点）のみ登録している場合や、全く参加資格記録を登録していない場
合には組分け時の＜条件＞はどの設定が選択されていてもすべて組均等、組内配置ランダムの組分け
となります。 

＜条件＞ 

組分け条件指定 

記録順 ＝記録順 

組み配置＝記録の良い⼈から順に組分け 

組内配置＝200m または 400m 等 

＜条件＞ 

組分け条件指定 

記録順 ＝記録順 

組み配置＝記録の悪い⼈から順に組分け 

組内配置＝記録の良い順 

＜条件＞ 

組分け条件指定 

記録順 ＝記録順 

組み配置＝記録の良い⼈から順に組分け 

組内配置＝ランダム 
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４）記録会等における組分け条件指定設定時の操作 

記録会等において、組内のレーン配置を今回の新しい規則に則って並べたい場合は「組分け条件指定」機
能を使⽤することにより、いろいろな並べ⽅をすることができます。 

「組分け条件指定」にチェックを付け、条件を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）組分け条件と組あたりの⼈数によるレーン配置 

選択した「配置レーン」と組分け条件によるレーン配置は以下の通りです。 

また、指定するレース区分（ラウンド）と組あたりの⼈数によって以下のように配置されます。 

 

組あたりの⼈数が少ない場合のレーン配置について 

・TR20.4.2 

「８レーンのトラックの場合、三つのグループに分けて抽選を⾏う。」ことを基本とする 

・TR20.4[注意]ⅲ 

「競技者数よりレーン数が多い場合は、常に、内側のレーン（1 レーンに限らず）を空けることが望ま
しい。」 

・TR20.4[注意]ⅲ[国内] 

「レーンで⾏う直線競⾛、および 200m、300m、400m、300m ハードル、400m ハードル、4x100m リレ
ーで全レーンを使⽤する必要がない場合は、もっとも内側のレーンをあける⽅がよい。」 

これらを踏まえて配置されます。 

 

   

たとえば．．． 
男⼦１００ｍ記録会なのでタイムのよい⼈から１組、
２組の順で組内レーン配置は新しい「直線」のルール
を使いたい︕ という場合 
 
組分け条件指定 
記録順 ＝記録順 
組み配置＝記録の良い⼈から順に組分け 
組内配置＝直線（Straight） 
を選択すれば OK︕︕ 
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■8 レーンの競技場 

▼次ラウンド以降の組分けで「直線」ルールを使⽤した場合のレーン配置 

対象種⽬︓（混成競技を除く）直線種⽬ 

レーン  基本グループ  4 ⼈  5 ⼈  6 ⼈  7 ⼈  8 ⼈ 

1  下位  －  －  －  －  下位 

2  中位  －  －  －  中位  中位 

3 

上位 

－  － 

上位  上位  上位 
4  － 

上位 5  上位 
6 

7  中位  中位  中位  中位  中位  中位 

8  下位  下位  下位  下位  下位  下位 

 

▼次ラウンド以降の組分けで「200m」ルールを使⽤した場合のレーン配置 

対象種⽬︓145m、150m、200m、300m（同ハードル種⽬含む）と 

混成競技 200m の組分け 

レーン  基本グループ  4 ⼈  5 ⼈  6 ⼈  7 ⼈  8 ⼈ 

1  下位 
－  －  －  －  下位 

2  下位  下位  下位  下位 

3  中位  中位  中位  中位  中位  中位 
4 

5 

上位 

上位  上位  上位  上位  上位 6  － 

7  －  － 

8  中位  －  －  －  中位  中位 

 

▼次ラウンド以降の組分けで「400m 等」ルールを使⽤した場合のレーン配置 

対象種⽬︓400m（同ハードル種⽬含む）と 500m、600m、800m、4x400m までのリレー 

混成競技 400m の組分け 

レーン  基本グループ  4 ⼈  5 ⼈  6 ⼈  7 ⼈  8 ⼈ 

1  下位 
－  －  －  －  下位 

2  下位  下位  下位  下位 

3  中位  中位  中位  中位  中位  中位 

4 

上位 

上位  上位  上位  上位  上位 
5 

6  － 

7  －  － 

8  中位  －  －  －  中位  中位 

 

▼上記以外の最初のラウンドの組分け・・・変更なし 
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■9 レーンの競技場 

▼次ラウンド以降の組分けで「直線」ルールを使⽤した場合のレーン配置 

対象種⽬︓（混成競技を除く）直線種⽬ 

レーン  基本グループ  4 ⼈  5 ⼈  6 ⼈  7 ⼈  8 ⼈  9 ⼈ 

1  下位 
－  －  －  －  －  下位 

2  －  －  －  －  下位 

3  中位  －  －  －  中位  中位  中位 

4 

上位 

－  － 

上位  上位  上位  上位 
5  － 

上位 6  上位 
7 

8  中位  中位  中位  中位  中位  中位  中位 

9  下位  下位  下位  下位  下位  下位  下位 

 

▼次ラウンド以降の組分けで「200m」ルールを使⽤した場合のレーン配置 

対象種⽬︓145m、150m、200m、300m（同ハードル種⽬含む）と 

混成競技 200m の組分け 

レーン  基本グループ  4 ⼈  5 ⼈  6 ⼈  7 ⼈  8 ⼈  9 ⼈ 

1 

下位 

－  －  －  －  － 

下位 2  －  －  －  －  下位 
3  下位  下位  下位  下位 

4  中位  中位  中位  中位  中位  中位  中位 
5 

6 

上位 

上位  上位  上位  上位  上位  上位 7  － 

8  －  － 

9  中位  －  －  －  中位  中位  中位 

 

▼次ラウンド以降の組分けで「400m 等」ルールを使⽤した場合のレーン配置 

対象種⽬︓400m（同ハードル種⽬含む）と 500m、600m、800m、4x400m までのリレー 

混成競技 400m の組分け 

レーン  基本グループ  4 ⼈  5 ⼈  6 ⼈  7 ⼈  8 ⼈  9 ⼈ 

1 

下位 

－  －  －  －  － 

下位 2  －  －  －  －  下位 
3  下位  下位  下位  下位 

4  中位  中位  中位  中位  中位  中位  中位 

5 

上位 

上位  上位  上位  上位  上位  上位 
6 

7  － 

8  －  － 

9  中位  －  －  －  中位  中位  中位 

 

▼上記以外の最初のラウンドの組分け・・・変更なし 
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２．抗議中「Ｐ」記号の処理⼿順 

＜ルール＞ 

CR25.記録・情報処理員、テクニカル・インフォメーション・センター（TIC） 

CR25.4 

スタートリストおよび結果には以下の略号を⽤いる。 

〜中略〜 

抗議中の競技          P 

 

新しい略号が追加となりました。 

 

P  競技中の抗議の際に「P」記号を表⽰・記録する。 

この記号が付いている間は、レースは完了することはできない。 

競技中の抗議ができる場⾯は以下のような場合。 

（主に国際ルールだが、国内でも主催者の権限により適⽤可能とされているが、トラック種⽬に
おいては SIS を使⽤している場合のみ適⽤することができる。） 

・TR8.4/TR8.4.1 

トラック種⽬で、不正スタートを告げられたことに対して直ちに現場で抗議（競技中の抗議）を
実施した場合、〜中略〜、抗議中として競技者が競技することを許可できる。 

・TR8.5 

フィールド種⽬でも、もし競技者が無効試技と判定されたことに対し、直ちに現場で抗議（競技
中の抗議）を⾏った場合に、審判⻑は疑義があると考えたら、該当する事項を保全するためにそ
の試技を計測、記録させることができる。 

・TR8.6 

フィールド競技において現場で抗議（競技中の抗議）が⾏われ、抗議中として競技を⾏う競技者
がいる場合、その抗議が認められれば競技を続けることができないはずの別の競技者も競技を続
けることが認められた場合、抗議の扱いがどうなったかにかかわらず、競技継続が認められた競
技者の記録や最終成績は有効となる。 

 

2024 年 4 ⽉の解説では、コメント処理により「P」記号を付ける⽅法をご案内しましたが、このたび「P」
による各種動作規制機能を追加しましたので解説します。 

 

１）コメントの追加⽅法 

コメント（凡例リスト）の 103 番⽬に「P    :  抗議中(競技続⾏中 Under Protest）」を⾃動的に追加します。 

＜注意＞ 

コメントは⼤会データ毎に固定情報として管理されているため、１つのデータに追加しただけでは、次回
使⽤する⼤会のデータではまだ未追加の状態です。⼤会のデータ毎に必ず 1 度は以下の操作を実施して
コメントを追加してください。この操作により、コメントの内容も当該年度の最新版に書き換わります。 

また、すでにネットワークでデータを使⽤している状態の場合には、コメント追加の後必ずマスターコピ
ー（アップロード、ダウンロード）が必要となります。 
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■コメント追加手順 
①システムを 2024 年 5 ⽉ 28 ⽇以降のものにバージョンアップします。 

 

②⼤会のデータを参照している状態で【トップメ
ニュー】－【マスターメンテナンス】－【６．DINST

⼤会初期設定】をクリックします。 

※このとき⼤会のデータは、次の⼤会のデータを
作成する前の段階でも、次の⼤会の組み分けがす
でに終了している状態でも、記録を⼊⼒し始める
直前でも問題はありませんが、すでに記録を⼊れ
始めている場合には、登録しているコメントが最
新のものに置き換わるため、登録していたコメン
トの内容が置き換わってしまう可能性があります
ので注意が必要です。 

 

③とくに何も変更せず【設定完了】ボタンをクリ
ックして競技会設定フォームを終了します。 

 

④「データを更新して終了します。」というメッセ
ージに【OK】を選択します。 

 

⑤「すでに終了しているレースがあります。 

凡例リストを最新のものに書き換えますか︖ 

使⽤しているコメントが置き換わってしまう場合があります」 

とメッセージが表⽰されたら【はい】をクリックします。 

 

⑥反映結果が表⽰されますので【閉じる】をクリック
します。 

※すでに登録されているデータの内容によってはこ
の画⾯が表⽰されない場合もあります。 

 

 

 

 

 

⑦これで追加は完了です。 

【マスターメンテナンス】－【３．固定情報マスタ
ー】を起動し、「16 凡例リスト」を確認すると 

 

No.103 に「P    :  抗議中(競技続⾏中 Under Protest）」 
 

のコメントが追加されています。 

 

確認後は【EXIT】または【×】ボタンで固定情報マス
ターを終了します。 
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２）「P    :競技中の抗議（Under Protest）」の使⽤⽅法 

登録は【記録エントリー】－【１．コンソーラー】または【８．リモートコンソーラー（フ
ィールド⼊⼒）】から【抗議中設定】ボタンを押して登録します。 
※コメントからの登録ではありません。 
 

■ロールコール画面での登録、解除 
「P」を登録したい競技者にカーソルを合わせ【抗議中設定】ボタンを押すと、P コメントがつき、背景
⾊がピンク⾊に変わります。登録を解除する場合はもう 1 度その競技者にカーソルを合わせてボタンを
押すと解除することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■記録入力画面での登録、解除 
抗議中設定「P」が付いている間は記録⼊⼒を完了終了することはできません。抗議案件が解決し、P 記
号をはずす（設定を解除する）ことで完了終了することができるようになります。 

 

▼トラック種目 
「P」を登録したい競技者にカーソルを合わせ【抗議中設定】ボタンを押すと、P コメントがつき、背景
⾊がピンク⾊に変わります。登録を解除する場合はもう 1 度その競技者にカーソルを合わせてボタンを
押すと解除することができます。 
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▼高さ系種目 
「P」を登録したい競技者の試技にカーソルを合わせ【抗議中設定】ボタンを押すと試技に対して登録す
るか、試技には紐付けせず選⼿に対して登録するか問われます。 

 【はい】・・・その試技に対して登録 

 【いいえ】・・・試技には紐付けせず、選⼿に対して登録 

 

 

 

 

 

 

いずれかを押すと P コメントがつき、背景⾊がピンク⾊に変わります。 

登録を解除する場合は競技者にカーソルを合わせてもう 1 度ボタンを押すと解除することができます。 

↓試技に対して登録した場合は試技とコメント（・アップライト）欄の両⽅がピンク⾊になります。 

 

 

▼６回試技系種目 
「P」を登録したい競技者の試技にカーソルを合わせ【抗議中設定】ボタンを押すと試技に対して登録す
るか、試技には紐付けせず選⼿に対して登録するか問われます。 

 【はい】・・・その試技に対して登録 

 【いいえ】・・・試技には紐付けせず、選⼿に対して登録 

 

 

 

 

 

 

いずれかを押すと P コメントがつき、背景⾊がピンク⾊に変わります。 

登録を解除する場合は競技者にカーソルを合わせてもう 1 度ボタンを押すと解除することができます。 
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↓試技に対して登録した場合は試技とコメント欄の両⽅がピンク⾊になります。 

 

＜注意＞抗議中の競技者の TOP8 以降への進出と試技順操作 
＜ルール＞ 

TR25.6[注意]ⅱ[国際]   

TR8.5 の下で審判⻑が競技の継続を許可し 1 名または複数の競技者が「抗議中」として競技を継続する
場合、後半 3 回の各試技のラウンドでは、「抗議中」の競技者は他の競技者より先に競技を⾏うものと
する。そのような競技者が複数名存在する場合、競技の順番は当初のスタートリスト順とする。 

 

■操作方法 
記録⼊⼒画⾯において 

①TOP8 の順位付けをする際に、画⾯右上の出場⼈数が表⽰されている横に表⽰されている「Top8 順位」
欄に表⽰されているトップ８の⼈数を「8」から「9」に変更する 

確認のメッセージが表⽰されたら「はい」を選択する 
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②TOP8 の順位付けをする 

これで 9 ⼈ TOP8 に進出し、TOP8 以降の試技が⼊⼒できるようになります。 

※この機能は 4 回⽬以降をどうしても TOP9、TOP10 等で実施しなければならない時にも応⽤することが
できます。 

 

③「P」のついた該当選⼿の TOP8 試技順欄「順(3)」の数字を「9」に変更する 

（カーソルを合わせ Enter を押し「9」を⼊⼒） 
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④続いて、もともとの TOP8 の順位「5」が消えるため、順(3)の数字が「6」〜「9」となっている⼈の数
字を「－1」して 1 位ずつ繰上げる（数字を⼊⼒する）。 

 

これで Top8 以降の⼊⼒を９⼈実施できるようになり、かつ抗議中「P」の選⼿の TOP8 以降の試技順が⼀
番最初となります。 
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３．準決勝・決勝において棄権により空いたレーンに選⼿を補充する処理⼿順 

＜ルール＞ 

TR20.トラック競技におけるラウンドの通過 

TR20.2.1 [国際－注意]ii 

準決勝および決勝において棄権により空いたレーンについて、前ラウンドで当該ラウンドに進出する
資格を獲得した競技者の次にランク付けされた者で補充することを、適⽤する規則で定めることがで
きる。 

 

＜実際にはこのように使われます＞ 

国内で開催される「WA コンチネンタルツアー」等の国際的な競技会において 

予選→決勝の次ラウンドがあるトラック種⽬において、決勝の番組編成発表後にある選⼿が棄権した
場合、前ラウンドで当該ラウンドに進出する資格を獲得した競技者の次にランク付けされた者（9 位以
下の選⼿）から補充する。 

▼補充する場合のルール 

・棄権を申し出るまでの時間、補充候補者が待機する時間を設定するのが⼀般的 

・候補者には主催者から連絡し出場の意思があるか確認する（期限を設けるのが⼀般的） 

・すでに組分け発表後であるため、棄権者が出たレーンにそのまま補充者を⼊れる（組み直しはしない） 

 

▼棄権時補充候補者のリスト 

次ラウンド番組編成時に出⼒（印刷）されるリストのうち、「総エントリーリスト」を「兼棄権時補充候
補者リスト」として活⽤することができます。 

 

 

 

 

       棄権時補充候補者（上から候補順） 

 

 

 

 

⼊替は番組編成画⾯で右側に番外（R 組）を表⽰して 

「置換（F3）」で⼊れ替えます。 
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４．リレー集約オーダーリスト印刷の拡張 

リレー集約オーダーリストはリレーの複数組のオーダーを 1 枚の⽤紙に印刷するための機能です。 

これまでは、コールが完了したレース（組）のみ印刷が可能でしたが、コール未完了でも印刷を可能にし
ました。シーンや要望に応じて、使い分けてください。 

 

コンソーラーの各種印刷から印刷することができます。 

 

 

 

 

 

コンソーラーで、現在選択されているレースより下にある同⼀競技のレースが対象となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


